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1.　緒　　　　言

工場やプラントなど，エネルギーを大量に消費する施設
においては，エネルギーコスト低減や環境負荷低減の観点
から，独自に発電機や蓄電池，太陽光発電システムなどか
らなるエネルギーシステムを構成・運用する例がしばしば
みられる．エネルギーシステムの構成・運用の検討におい
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4 点を要件とする．
( 1 )  多様な設備やエネルギー（電力，熱，水素など）
を考慮でき，またこれらの新規追加時，プログラム
の修正を必要としない高い拡張性を備えること

( 2 )  多様な制約条件（契約電力，CO2 排出量，設備
運転時間帯など）を考慮できること

( 3 )  
( 3 �  
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ンテナンスコストは設備構成のみに依存し，オペレーショ
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第 4 表　記号の定義（従属変数）
Table 4　Definitions of Symbols ( Dependent Variable )
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らの電力購入が挙げられるが，日中と夜間の購入電力量単
価が異なる場合，単価の安い時間帯に蓄電池に充電を行
い，高い時間に放電することで購入電力量料金の低減が期
待できる．また，ガスエンジン発電機による kW·h 発電
当たりのコストが購入電力量単価より安ければガスエンジ
ン導入のメリットが見込まれる．ただし，これらはいずれ
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